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令和６年度 高等教育研究コンソーシアム信州 学生活動支援事業活動報告書 
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活動名 防災・減災ワークショップ 

実施時期 令和 6 年 8 月 10 日(土曜日) 10:00～12:00 

実施場所 佐久平交流センター 会議室 

活動内容 

【実施準備】 

・7 月佐久近隣の小学校に出向き「子ども防災教室」の意義と企画を教頭に提案した。

・小学校 1～4 年生(低学年)を対象に在校児童へのチラシの配布を行った。

・大学や高等教育コンソーシアム信州のホームページで周知し参加者を募った。

【実施】

8 月 10 日佐久平交流センターにて、「子ども防災教室」5 歳～10 歳までの児童とその保護

者の参加があった。防災に関するクイズやかるたを通じて、遊びながら楽しく学ぶ機会

となった。参加賞として、減災グッズチェックリストを同梱したミニお菓子をギフトと

して手渡した。

【子ども防災教室のプログラム】

１，防災○×ゲーム

２，防災カルタ

３，避難用品の展示・体験

４，佐久市内のハザードマップ展示

活動の成果

と今後の課

題 

小学校 1～4 年生を対象にゲームやカルタを通じて一緒に遊ぶことで、怖がることなく

防災・減災の知識・関心を身につける機会をつくることができた。なかには「これ知って

るよ！」と話す児童もおり、参加者の防災意識の高さを知ることができた。 

 開催報告として、佐久大学のホームページに掲載したところ、信濃毎日新聞の取材を

受けることになり「10 月 20 日の広告の日」に合わせて学生による広告作成につながっ

た。(2024 年 10 月 20 日朝刊掲載) 

今回は地震を中心としたワークショップを実施したが、近年、災害級ともいわれる猛

暑が続き、台風も大型化・劇甚化の傾向がある。今後は、風水害や大規模火災、火山被害

など幅広く防災・減災活動をしていきたいと考える。 


